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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

７９電照ギクの無摘心栽培技術の確立

分類 ①

2)キクの12～１月出し栽培における夜温管理法

63～１年（完了）

電照ギクの12～１月出し無摘心栽培における消灯前後の栽培夜温が生育開花に及ぼす影響につい

て検討し、栽培技術の改善を図る。

Ⅱ試験方法

ｌ供試品種秀芳の力

２試験区の構成

試験’１２月出しの栽培夜温(63年）試験'１１月出しの栽培夜温（1年）

(1)定植後の栽培夜温無加温（１）定植後の栽培夜温無加温

(2)消灯後の栽培夜温無処理、１５℃､17℃（２）消灯前１週間無処理､15℃､17℃．

(3)消灯後3週間１５℃､19℃

(4)消灯後3週間目１０℃､13℃､１５℃

３ 耕種概要以降

(1)さし芽時期（試験Ｉ）昭和63年８月１８日（さし穂低温処理０℃３０日間）

(試験Ⅱ）平成１年８月31日（〃）

(2)定植時期（試験Ｉ）昭和63年９月１日（試験、）平成１年９月１４日

(3)電照期間（試験Ｉ）昭和63年９月１日～１０月23日（深夜4時間光中断）

(試験Ⅱ）平成１年８月31日～11月14日（〃）

Ⅲ主要成果の概要

１１２月出し栽培

（１）12月出し無摘心栽培は、１０月下旬に消灯した後に、無加温で栽培管理すると生育が遅れ、

ロゼット株が多発しやすいので、最低夜温は１５～17℃程度とする。

(2)消灯後の栽培夜温が１７℃の高夜温の場合は、生育開花が促進され、揃いも良く切花品質が
､

向上する．

２１月出し栽培

（１）１月出し無摘心栽培は、消灯時期が１１月中下旬の低温期にあたるため、消灯前1週間、消灯

後3週間及び消灯後3週間目以降の夜温をそれぞれ１５～17℃、１７～１９℃及び１３℃で管理すると

開花揃いと切花品質が優れる。

(2)小花数は消灯後3週間を１７～１９℃の高夜温で栽培管理すると増加しやすい。また、消灯後3週

間目以降は１３℃で夜温管理すると花弁の伸長と形状が優れる。

－１８０－
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Ⅳ主要成果の具体的データ
〃
０

第１表１２月出し栽培の消灯後の栽培夜温（63年）

消灯後の平均切花長葉数切花舌状ロゼット化

栽培夜温開花日重量花率株率

月日ｃ、枚９％％

無処理１２．２９９０．４４７．８８３．５８３．０３２．５

15℃１２．２０９３．５４８．０８３．０９０．１２．０

17℃１２．１８８８．０４６．０８２．８９３．８０

第１表１月出し栽培における消灯前後の栽培夜温

栽培夜温平均切花長葉数小花栽培夜温平均切花長葉数小花

Ｉ、Ⅲ開花日数ＩⅡⅢ開花日数

月日月日ｃ、枚枚ｃ、枚枚

無１０℃１．１６９２．２５３．８２０７１０℃１．１５１００．８５３．０１４８

処１５℃13℃１．１１９５．８５１．４２０５１５℃１３℃１．１１１０２．８５６．２２０４

理１５℃１．８９２．２５１．２２１０１７℃15℃１．８９５．２５２．２２０１

10℃１．１０８７．６５０．０２１５１０℃１．９９７．２５３．６２０８

19℃１３℃１．７８７．８５２．２２１５１９℃13℃１．７９８．４５３．３２１８

15℃１．６９２．６５２．２２１５１５℃１．５９３．２５２．２

１０℃１．１３９４．４５３．６２００－－-一・一一一
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１５℃13℃１．１２９６．４５６．０２０６注）栽培夜温Ｉ：消灯前1週間、１１：消灯後3週間

１５℃１５℃１．９９４．４５３．２２１０、：消灯後3週間目以降

10℃１．１０９６．２５３．２２２１

19℃１３℃１．８９４．２５３．８２１０

15℃１．５９６．４５３．８２００，

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

ｌ県内の電照ギクの無摘心栽培産地の夜温管理法として活用できる。

２電照ギクの主要品種であ‘秀芳の力・は高温伸長開花性品種であるため、１２～１月出し栽培

ではさし穂及びさし芽苗の低温処理は必ず行う。

Ⅵ今後の研究上の問題点

2～３月出し無摘心栽培における夜温管理法の検討

Ⅶ資料名

63～１年度福岡県農業総合試験場園芸研究所花き花木試験成績書


